
ー第1回 防災啓発学生コンテスト結果発表ー

10月6日に行われました、第１回防災学生コンテストの結果を発表いたします。

「災害弱者のために避難所などで私たちができること」という難しいテーマと向き合い、コンテストにご参加いただいたみなさ

んありがとうございました。

＜審査員＞

審査員長 更北地区住民自治協議会 山崎防災部会長、株式会社ウェザーマップ 気象予報士・防災士 坂下悠乃氏

信州大学地域防災減災センター特任助教 神田孝文氏、長野NPOセンター 事務局次長 古越武彦氏

清泉女学院大学 小児看護学教授・減災ナース 北村千章氏、災害モンスター研究所 所長 石橋健次氏

1位 2番ハンドクラフトクラブ

「おじいちゃんおばあちゃんのためのお助けキーホルダー＆ワッペン」

総評: 困っている人を想像して小さくとも自分が関わろうとする積極的な姿勢に感動した。優しさが伝わってくる。

日常から準備でき、手を貸してほしい人と貸したい人双方の考えがマッチしコミュニケーションがとれる。

2位 5番更北中学校美術部有志

「ダンボールアート」

総評: 「明るい空間に変えたい」という発想が豊かでおもいやりの心に溢れている。

ポストと番地をつけるという考えは、災害弱者の情報を可視化できるため素晴らしい。

3位 6番更北中学校ものづくり部理科班開発チーム

「安価で簡便に作れる置引き対策装置」

総評: 特定の災害弱者だけてなく、全ての方に役立つユニバーサルなアイテムで多くの人が

作りフィードバックできる仕組み、消費電力が少ないため避難所に適している点など評価できる。



審査員長賞

9番 更北中学校ものづくり部理科班 D

「避難所でデジタル博物館」

総評: 災害時、優先順位から子どものことは後回しになりがちなので子どもに焦点を当てていることがこの賞にふさわしい。

失った物の復元に繋がる考えは評価に値する。

防災部会長賞

8番 更北中学校ものづくり部理科班田んぼダムプロジェクトチーム

「みんなの遊び場を創出する」

総評: 日常も災害時も利用できるというフェーズフリーの発想やSDGsの観点が良い。

地域の人たちと共につくりあげていく点もよい。

健康福祉部会長賞

3番 更北中学校ものづくり部家庭科班

「災害時に役立つ調理方法」

総評: 災害時に軽くみられがちな食に注目している点は評価に値する。「温かい食事」「美味しく食べられる」ことが災害時

は、とても大事。噛む力や飲み込む力が弱くなった人のためのメニューもぜひ考えて発展していくとなおよい。

区長賞

4番 更北中学校演劇部

「こんな時どうしたら」

総評: 台本を作るためには目的と目標を作る必要があり、この手法はさまざまなものの考え方に有意義であるため演劇と

いう表現方法は素晴らしい。避難所でも周囲におよぼす影響力はとても大きく、避難者を元気にする。続編も楽しみ。



おもいやり賞

1番 Bear's English

「外国人の人たちが安心して避難できるために」

総評: 支援の届きにくい外国人に着目した点が素晴らしい。共通で遊べるものを考えた点もよい。仲間を増やすこと作成

した地図をどのように広げていくかも引き続き考えてもらいたい。

ひらめき賞

7番 更北中学校ものづくり部理科班 B

「魅惑のキノコ避難所でくすぐる好奇心〜神出鬼没の展示会〜」

総評: 避難所にいる全ての人たちが一緒に楽しめる点がよい。身近な材料を使って遊びを創出したところが独創的で

おもしろい。
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